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神奈川発！

再生細胞医療の社会実装に向けたオープンイノベーション拠点の形成

～再生細胞医療戦略マップの作成から「この一年の歩み」と「今後の展望」～
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慶應義塾大学ウェルビーイングリサーチセンター特任教授

イノベーション 推進本部特任教授
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（企画・融合研究担当）
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殿町再生細胞生産・品質評価エコシステム
～シーズから臨床評価までをワンストップでサポート～

慶應義塾大学病院と殿町を一体的に運用し、研究設備・支援体制を共有
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①国内でグローバルに商業利用可能な原料細胞調達の仕組みを構築（慶應義塾大学病院）

②臨床評価のための原料輸送、製造、品質評価のインフラ・基盤整備（殿町）

③インフラ・基盤を複数シーズで共同活用し投資効率UP・開発期間短縮

③殿町LICの企業・ベンチャー群も連携・協働し、再生・細胞医療バリューチェーンも実現可能

多様な品質評価メニュー


